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Abstract
“Hitotsu no meruhen” is one of Chuya Nakahara's masterpieces that is often featured in textbooks. Regard-
ing the formation of this poem, the composition has been said to be similar to that of Kenji Miyazawa's “Ya-




44 番目に収められている。初出は昭和 11（1936） 年の『文芸汎論』である。
『在りし日の歌』には敬体の詩が 15 編ある。ただし、うち 8 編は一部に使われているだけで、敬体で
貫かれた詩は「湖上」「冬の夜」「春と赤ン坊」「北の海」「一つのメルヘン」「幻影」「春日狂想」の 7 編し








































































































































・御影石は、雨に濡れて、顕心的であるだろう。「夜明け」（第 2 巻 p414）
・あらゆるものは古代歴史と／花崗岩のかなたの地平の目の色。「秋の一日」（第 1 巻 p22）
・雲母の口して歌ったよ「私が貧乏で」（第 1 巻 p37）
散文においても「泥灰石」「大理石」の 2 種類のみである。
・冬の陽光を浴びる時、彼は壁の根元に打倒れ、泥灰石に塗れつゝ「七才の詩人」（第 3 巻 p56）









・過燐酸石灰のヅツク袋／水溶十九と書いてある「小岩井農場」（第 2 巻 p81）
・その質は／蛋白石、glass-wool ／あるいは水酸化礬土の沈澱　「東岩手火山」（第 2 巻 p120）
・向ふの黒い巨きな壁は／熔岩か集塊岩　力 [ 強 ] い肩だ　「東岩手火山」（第 2 巻 p126）
・白雲母のくもの幾きれ　「マサニエロ」（第 2 巻 p132）
・緑青のとこもあれ［ば］藍銅鉱のとこもある　「オホーツク挽歌」（第 2 巻 p169）



































































であつて、その間の理論づけは可能でない。「河上に呈する詩論」（第 4 巻 p120）
・ 超現実派の詩論なぞも読んでをりますが、そして所々非常な卓見にも遭遇しますが、要するに読んだ
後では「今時誰も結論には到達しないのだ」といふ何時も乍らの呟きを繰返さなければならない始末で
す。「近時詩壇寸感」（第 4 巻 p58）
・ 寺小屋育ちの祖母には、中学の学問と言ふものが、非常な大した物と思はれるのであつた。「その頃
の生活」（第 4 巻 p216）
・ しかし新しき男は、その後非常な勉強によつて、自分のその幼稚さを分つたらしいから、私はそれを
具体的に話すことを此処でしなかつたのだ。「我が生活」（第 4 巻 p335）
・ 福岡の客つて、それは彼の内の親類端だつたんだが、非常なブルヂョアであるのだ。「分からないもの」
（第 4 巻 p233）
という用例が確認される。
ちなみに、程度がはなはだしいさまを意味する「大変」という形容動詞は 1 例、
・下りて来るのは大変なことだった　「或る夜の幻想 1」（第 1 巻 p377）
副詞である「とても」は 2例ある。
・とても高いので　僕は俯いてしまう。　「秋」（第 1 巻 p99）
D12256-73000860_山口豊.indd   44 2021/01/14   9:17:50
中原中也「一つのメルヘン」における宮沢賢治との関わり
－ 45 －




・それでも非常な水勢なのだ。　「あけがた」（第 12 巻 p268）
・でんしんばしらはもうみんな、非常なご機嫌です。　「月夜のでんしんばしら」（第 12 巻 p81）
・ある年非常な饑饉が来て、　「二十六夜」（第 9 巻 p154）




（第 8 巻 p326）
なお、賢治は「非常に」という表現を 29例用いている。「非常な」と「非常に」の使用数は、「非常な」11 例、
「非常に」29 例であり、「非常な」という表現が多く用いられていることがわかる。中也が詩には用いず、
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